
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『鬼だ！ うーん平和だ。』 

                                                      南が丘小学校長 中 山 秀 悦 

 ２月１日金曜、そして４日月曜日。南小に鬼が来ました。それも緑、赤、トラのパンツ。３匹。 

鬼は各教室ドアまで匍匐前進。そして指で「５・４・３・２・１」「ウオー！」不意を突かれる子、

持っていた豆を鬼にぶつける子。鬼３匹は汗だくで帰って行きました･･･。 

 報道では、秋田のなまはげも一部地域では訪問伺いを立ててから玄関に入っているようですが、南

小の鬼は伺いなど立てません。ただ、きちんと教務を通して、補欠体制も組んで登場しているようで

す･･･。 

 ところで節分というのは年に４回あるのだと言うと、「えっ、２月でしょう！」と言われてしまい

ますが？実は節分というのは読んで字の如く、季節の分かれ目。つまり春夏秋冬の分かれ目のことで

す。だから、２月の節分の翌日２月４日は立春。同様に立夏・立秋・立冬とあります。２０１９年は

立夏が５月６日、立秋が８月８日、立冬は１１月８日です。 

 ではなぜ、２月の節分だけが風物詩として残ったのでしょう。 

  節分には古い季節の邪気＝鬼が生じるとされ、平安時代から都に鬼がやってきて、人々がたくさん

の豆をまいて鬼を追い払ったという言い伝えがあります。ただ、本来４回あった節分のうち、２月だ

けが残ってきたのは、立春が旧正月に近く、新しい季節を迎えるという習慣が受け入れやすかったか

らだとも言われています。ともあれ、豆もまいた南小には良い春が来そうです。 

  全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果（小５・中２）が公表されました。報道もされましたが、

檜山は４年連続全道トップ。そして全国超え。南小もさらに貢献できるよう子どもたちと取り組んで

参ります。 

 一時期、「なぜ檜山の結果が高いのか」ということに対して、地域で運動会があるからだとか、少

年団活動が盛んだからだとかのみ取りあげられたことがありました。それも事実なのですが、実は檜

山の学校は、体力テストを全学年・複数回実施したり、調査結果で落ち込んでいる分野を、体育の時

間の最初に重点的に補充運動したりという実践をやってきたのです。本校でも体力向上部が提案し、

授業にラダートレーニングを取り入れるなどの取組をしているところです。 

 弥生３月、別れの季節がやってきます。その前に、まずは今まで学んだことを剥落させないように、

しっかりと振り返り、身に付けてもらう手立てを学校でも取って参ります。 

 体力向上の取組、そして学力向上の取組。子どもたちに『分かった』『今度はできそうだ』と学校

に来ることが楽しみな毎日を。そのためにも不登校はゼロに。校長としての思いです。 

 鬼が匍匐前進する様子をうれしくなって写真で家族に送りました。娘からは「鬼だ！」と笑いのメ

ール。私からは、「うーん平和だ」。 

 こんな鬼がいる、余裕のある学校。私は本当に幸せ者です。 

【本年度の重点目標】 
『学びを見通し、自分の目標に近づこうと努力できる 

子どもの育成』 

〔笑顔！〕〔学び合い！〕〔習慣！〕 
℡0139-52-0524 FAX 0139-52-5489 
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校内書初め展が行われ、一階ホール・教室前に作品が飾られました。先日、審査が行われ、各学級の入賞作品が決定しま

した。今回の学校だよりで入賞者を紹介します。 

[ １ 年 生 ]   [ ２ 年 生 ]   [ ３ 年 生 ]   [ ４ 年 生 ]   [ ５ 年 生 ]   [ ６ 年 生 ] 

金賞             金賞        金賞        金賞        金賞         金賞 

 

 

銀賞       銀賞        銀賞        銀賞        銀賞        銀賞 

 

 

                  銅賞       銅賞       銅賞       銅賞 

銅賞          銅賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、「平成３０年度 江差町教育・文化・スポーツ奨励賞」を６年生 

くん（陸上）、２年生         さん（空手）の２名が受賞して 

おります。 

 おめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４回「たば風の祭典 江差町小中学生俳句優秀作品」が決定し 

ました。入賞者を紹介いたします。 

[１年生] 

金賞 「かもめじま 白くはばたく ゆきげしょう」         くん 

銀賞 「どこまでも ゆきのカーテン かぜがあむ」         くん 

銅賞 「ゆきだるま 小さくなるよ お日さまで」          くん 

銅賞 「はつもうで にしんみくじが 大吉だ」           くん 

[２年生] 

金賞 「さむくても はだしで歩く かんげいこ」          さん 

佳作 「かもめじま たば風ふいて ふゆげしき」          くん 

[３年生] 

金賞 「おじいちゃん そのつららは とらないで」         さん 

銀賞 「氷くん スリップさせた あらたいへん」          くん 

銅賞 「くきはいつ 今年はニシンは いっぱいか」         くん 

[４年生] 

金賞 「春の風 にしんの群れを よんでいる」           さん 

銀賞 「たば風は 江差だけの たから物」             くん 

銅賞 「たば風さん 待ってましたよ この季節」          くん 

[５年生] 

銀賞 「白い雲 遊ぶ弟の 紅い耳」                さん 

銅賞 「かもめ島 赤い鳥居に 雪の花」              さん 

[６年生] 

金賞 「たば風は 江差の冬の おくりもの」            くん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

檜山管内学校保健会で行っている

平成３０年度「健康づくりに関する標

語」において、南が丘小学校から３名

の児童が入賞しました。 

[１年生] 

優秀賞 

「手をあらおう  

バイバイするよ 

        バイキンは」 

                  くん 

[５年生] 

優秀賞 

「早く寝て 

 しっかりチャージ 

       元気にＧＯ！！」 

さん 

[６年生] 

優秀賞 

「睡眠は 自分自身の 充電器」 

                  くん 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ごみの減量、リサイクルに関する標

語においても本校から４名の児童が

入賞しております。 

 １年         くん 

 ３年         くん 

４年         くん 

 ６年         さん 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２１日（木）に今年度最後の参観日が行われました。 

 当日は、お忙しい中、たくさんの保護者の皆さんにご参観頂き、ありがとうござい

ました。 

いよいよ学年末です。４月と比較して、子どもたちの成長を感じて頂くことができ

たものと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業後の全体懇談会では、今年度の南が丘小学校の取組について、学校評価結果を

もとに学校から説明させていただきました。 

 そして、 

  ○わかる授業づくり   ○家庭学習の取組  ○教職員の資質能力の向上 

  ○放課後学習等の充実  ○日常の授業改善 等について、学校でさらに検討し、

具体策を掲げ、取り組んでいくことを確認しました。 

 その後、各学級での懇談を行い、一年の反省を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１年生は、図工科「かざり

をつくろう」の授業公開を

行いました。 

２年生は、生活科「自分に

ついて考えよう」の授業公

開を行いました。 

３年生は、社会科「昔の道

具」の授業公開を行いまし

た。 

４年生は、総合的な学習の時

間「自分の成長を祝う会」の

授業公開を行いました。 

５年生は、外国語「Who is 

your hero?」の授業公開を

行いました。 

６年生は、体育科「マット

運動」の授業公開を行いま

した。 

 

 

 ２月２１日（木）に第２回のＰＴＡ評議委員会が行われました。 

 平成３０年度ＰＴＡ送別会と平成３１年度ＰＴＡ総会は、次の通りとなります。 

 ○平成３０年度送別会・平成３１年度ＰＴＡ総会 

  日時 平成３１年３月２７日（水） 

     総会１７：３０～ 送別会１８：３０～ 

  場所 南が丘ふれあいセンター 

  会費 ３０００円 

 正式な案内は、３月に入ってから、各家庭にお届けいたします。 

 

 ○平成３０年度各専門部、学年、地区子ども会の反省については、３月８日（金）

までの提出となっています。 

 誠に申し訳ございませんが、期限厳守で学校まで提出ください。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 また評議委員会では、運動会の反省や子ども会の再編について事務局より説明を

いたしました。 

 詳しくは、今年度末又は来年度になってから提案させていただきます。 

 

 

 南が丘小学校では、４年生以上の学年で 

各学級年間３回（６年生は１回のスキー遠 

足実施）のスキー学習を行います。 

 隣町の上ノ国町湯ノ岱スキー場で担任や 

南が丘小学校教員、スキー指導員の方と学 

習を進めてきました。４年生からスキー学 

習を始めますが、スキーをするのが始めての 

子どもたちもいます。しかし、練習を重ね、 

少しずつスキーを滑れるようになってきています。そして６年生はスキー学習のま

とめとして、２月１５日（金）に森町のグリーンピア大沼にスキー遠足に出かけま

した。当日は天気もよく、スキー学習で学んだ成果を存分に発揮し、楽しい思い出

をつくることができました。 

  

 

 

 新１年生の体験入学が２月７日（木）に行われました。来年度の入 

学予定者は１０名の予定です。 

 体験入学当日は、都合により出席できない新１年生もいましたが、 

体験入学に参加した子どもたちは、４月からの小学校での生活に期待 

を膨らませたことと思います。 

 体験入学では、保護者の方向けの学校側からの説明と平行して、新 

１年生は、現１年生との交流を行いました。 

 現１年生は、学校の生活の時間を使ってまとめ上げた資料を使って、 

学校の勉強や生活科のことを説明しました。その後、体育館に行き、 

現１年生と新１年生での「手つなぎ鬼」や「ハンター鬼」で交流を深 

めました。 

 新１年生も笑顔いっぱいで、楽しい体験入学になったようです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 江差町ＰＴＡ連合会研究大会・江差町家庭 

教育講演会が２月１２日（火）に行われ、南 

が丘小学校ＰＴＡから１１名の会員が出席し 

ました。 

 今回の講師は、元ノルディック複合日本代 

表の阿部雅司氏です。 

 阿部氏は、自身の経験をもとに、お話をさ 

れ、笑いあり、涙ありの講演会となりました。 

 最後に阿部氏よりスキーで学んだこととし 

て、次の４点がありました。 

 ○失敗を恐れず、いろいろなことにチャレンジする。 

 ○相手の立場になって物事を考える。 

 ○目標や夢を口に出して言う。 

 そして、最後に、「つらい時こそ笑顔で！」 

  

 

 

 １日（金）６年生を送る会 

チャレンジタイム 

 ４日（月）児童会選挙６ｈ 

 ６日（水）チャレンジタイム 

      ＡＬＴ来校、全校集会 

 ７日（木）３年生校外学習 

 ８日（金）チャレンジタイム 

      卒業式練習３ｈ 

１１日（月）納入日 

１２日（火）卒業式練習３ｈ 

１３日（水）チャレンジタイム 

１５日（金）卒業式練習３，４ｈ 

      チャレンジタイム 

１９日（火）卒業式総練習、大掃除 

      １～５年（５時間授業） 

      ６年（給食後下校） 

２０日（水）第６１回卒業式 

２１日（木）春分の日 

２２日（金）チャレンジタイム 

２５日（月）給食最終日 

２６日（火）修了式、離任式、午前授業 

      （給食なし） 

２７日（水）春休み開始 

      ＰＴＡ総会・送別会 

 

   

 

 ２月１日（金）に外部講師を招いての教職

員の校内研修会を開催しました。 

講師は、北海道教育庁学校教育局義務教育課

学力向上推進グループの主任指導主事 丸山

敏儀先生です。 

 ２０２０年度から新しい学習指導要領のも

とで、学校教育が行われます。その中でキー

ワードとなっているのが、「主体的・対話的で

深い学び」です。これは、単なる知識や技能

を身につけることではなく、学びを活用し、

様々な問題解決に役立てる力を身に付けさせ

ることをねらっております。 

 授業の中でも、様々 

な考えをもとに、自分 

とは違う意見であって 

も周囲の友達の考えを 

認めながら、考えを深 

めていきます。 

 南が丘小学校では、今年度、国語科の授業

において「主体的・対話的で深い学び」から

の授業改善を行ってきました。この取組の一

つとして、研修会を開催し、外部講師の先生

からたくさんのことを学びました。 

  


